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要旨　99mTc-MIBI の分化型甲状腺癌転移病巣の検出能について 131I， 201Tl と比較した．対象は術後

分化型甲状腺癌患者 40 例で，転移あり 25 例，転移なし 15 例であった．陽性率は 99mTc-MIBI で 68%，
131I で 84%， 201Tl で 60% であった．転移リンパ節の陽性率は 99mTc-MIBI で 56%， 131I で 78%， 201Tl

で 39%， 肺転移の陽性率は 99mTc-MIBI で 46%，131I で 82%， 201Tl で 55% であった．131I 陰性病巣に
201Tl， 99mTc-MIBI の集積が認められる症例の頻度は，肺，リンパ節，肝，骨，脳いずれの臓器につい

ても 30% 以下であった．131I の集積陽性群，陰性群ともに 99mTc-MIBI または 201Tl が集積陽性を呈す

る群では，陰性群と比較して血清サイログロブリン濃度が高値を示した．
99mTc-MIBI では 201Tl 同様に 131I と比較して甲状腺癌転移病巣の検出能が低かったが，131I シンチグ

ラフィ所見が陰性でかつ血清サイログロブリン濃度が高値を示す場合は，甲状腺癌転移病巣の描画法と

して有用な診断法と考えられた．
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